
「ゼロカーボンシティ」宣言
２０５０年までに二酸化炭素排出実質ゼロに

気候変動問題は、すべての国の持続可能な開発を達成するための
能力に悪影響を及ぼす可能性があり、世界的な気温上昇、海面上昇、
海洋の酸性化などの深刻な問題につながります。
そこで、「2050年に温室効果ガスの排出量又は二酸化炭素を実

質ゼロにすることを目指す地方自治体」いわゆる「ゼロカーボンシ
ティ」に白馬村として取り組むことを決意します。

本村は、雄大な北アルプス白馬連峰のもと、国内外の人々を魅了
するパウダースノーを含め、四季を通じて類い稀な山岳自然環境と、
里山をはじめ姫川源流など豊かで美しい自然と景観に恵まれていま
す。

地球温暖化に起因する気候変動は、本村にとっても極めて深刻な
脅威であり、雄大な自然の恵みを受けてきた本村だからこそ、村民
とともに気候変動に対して行動を起こさなければなりません。

本村は、平成 29年 6 月に地球温暖化防止対策のための国民運動
「COOL CHOICE（賢い選択）」を推進することを宣言しており、
本村の豊かな自然環境の保全や低炭素なまちづくりに取り組んで参
りました。

将来世代に自然に恵まれた環境を残すためにも、脱炭素社会の実
現を目指し、2050年までに本村の二酸化炭素排出量を実質ゼロに
する「ゼロカーボンシティ」の実現に向けて、次の活動に取り組み
ます。

１ 村民ともに白馬村から積極的に気候変動の危機に向き合い、
他自治体の取り組む模範となります。

２ 2050 年における再生可能エネルギー自給率100％（村内
CO2排出実績ゼロ）による脱炭素社会の実現を目指します。

３ 地球温暖化防止対策のための国民運動「COOL CHOICE（賢
い選択）」を更に推進します。
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